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１．組織の概要 

          

（１） 名称及び代表者名        

名    称：株式会社 日本環境管理センター      

代 表 者：代表取締役 牧野 好晃 

 

（２） 所在地 

 本１工社   〒503-0312     岐阜県海津市平田町三郷 493番地 

 第１工場   〒503-0312     岐阜県海津市平田町三郷 482番地 

 第２工場   〒503-0312     岐阜県海津市平田町三郷 482番地 

 第３工場                 岐阜県海津市平田町三郷 472番地 

 第４工場                 岐阜県海津市平田町蛇池 477番地 

 第５工場                 岐阜県海津市平田町三郷 472番地 

 テントハウス               岐阜県海津市平田町三郷 479-1番地 

 駐車場                  岐阜県海津市平田町三郷 479-2番地 

 農園（カノン）              岐阜県海津市平田町三郷 

         (467,468,469,470,484,483,485,687,688,689,690,489, 

488,487,463番地) 

                        岐阜県海津市平田町仏師川字中沼 

                        岐阜県海津市平田町三郷字中沼 478番地 

 ヤード   〒503-03120      岐阜県海津市平田町三郷 494番地 

     平田エコセンター           岐阜県海津市平田町三郷 494番地 

     BDF工場                岐阜県海津市平田町三郷 494番地（R4.8.1.稼働開始） 

  

受託施設   

 ①海津浄化センター      岐阜県海津市海津町帆引新田 318 

 ②南濃中南部浄化センター 岐阜県海津市南濃町安江 1316 

 ③南濃北部浄化センター   岐阜県海津市南濃町津屋 2241-3 

 ④志津浄化センター     岐阜県海津市南濃町志津 1185  

 ⑤駒野新田浄化センター   岐阜県海津市南濃町駒野新田 27-3 

 ⑥三郷浄化センター     岐阜県海津市平田町三郷 473番地 

 ⑦今尾浄化センター         岐阜県海津市平田町今尾 1990 

 ⑧野寺浄化センター     岐阜県海津市平田町幡長 903 

 

(３) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

 責任者：専務取締役 牧野 太樹 

                    TEL： 0584-65-1132  E-mail:soumu@nikkan-c.co.jp 

 担当者：管理部  早崎 正明 

                    TEL： 0584-65-1132  E-mail: k-workman@nikkan-c.co.jp 
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（４）事業の規模 

  創   業     昭和 32年 4月 

  法人設立     昭和 60年 7月 

  資 本 金      10,000  千円 

  売 上 高       00,065千万円 

 

（５）事業年度    ５月～４月 

 

（６）事業内容 

①事業の許可 

許 可 申請先 許可証（登録番号） 許可期間 

一般廃棄物収集運搬業 

（積替え保管） 
海津市 

・し尿（汲み取り、浄化槽汚泥） 

（海環許第 3 号） 

・ごみ・特定家庭用機器廃棄物 

（海環許第 3 号） 

R4. 4. 1 ～ R6 .3.31 

浄化槽清掃業 海津市 海環許第 9 号 R4. 4. 1 ～ R6 .3.31 

浄化槽保守点検業 岐阜県 第 020303 号 R4. 4. 1 ～ R9.12.31 

一般廃棄物処分業 海津市 

・乾燥・炭化（海環許第 8 号） 

・選別・溶融・破砕 

・粉砕・乾燥・固形化（海環許第 8 号） 

R4. 4. 1 ～ R6 .3.31 

廃棄物再生事業者登録  岐阜県 許可証（登録）番号 第 21 号 H10.9.10～（更新無） 

再生利用個別指定業 

海津市 

再生活用（PET ボトル、発泡スチロー

ル、空き缶、空き瓶、廃食油） 

海環再指第 2 号 

H18.11.1～（更新無） 

再生輸送（廃食油） 

海環再指第 5 号 
R5.11.1～（更新無） 

大野町 
再生輸送（特定家庭用機器廃棄物） 

大住環衛許第 4-1 号 
Ｈ18.2. 3～（更新無） 

産業廃棄物収集運搬業 

岐阜県 第 02101003755 号 R3. 5. 2 ～ R8. 5. 1 

愛知県 第 02300003755 号 H30.11. 5 ～ H35. 9. 7（申請中） 

三重県 第 02400003755 号 R3. 5.26 ～ R8. 2.18 

滋賀県 第 02501003755 号 R2. 7.27 ～ R7. 7.26 

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物     

収集運搬業 

岐阜県 第 02151003755 号 R3. 9. 7 ～ R8. 8. 22 

三重県 第 02450003755 号 R3. 5.26 ～ R8. 2. 18 

産 業 廃 棄 物 処 分 業     

（中間） 
岐阜県 第 02121003755 号 R2. 9.12 ～ R7. 9.11 

一般建設業（管・電気工事） 岐阜県 岐阜県（般-23）第 200875 号 R3. 8.12 ～ R8. 8.11 
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②産業廃棄物収集運搬業取扱品目 

 産 業 廃 棄 物 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

都道府県 

政令都市 

中核都市 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

金
属
く
ず 

汚
泥 

燃
え
殻 

ガ
ラ
ス
く
ず
・ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
・ 

及
び
陶
磁
器
く
ず 

が
れ
き
類 

廃
油 

廃
ア
ル
カ
リ 

廃
酸 

動
植
物
性
残
さ 

岐阜県 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

三重県 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

愛知県 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

滋賀県 〇 〇 〇   〇  〇  〇    

上記 13品目は水銀使用製品産業廃棄物を除く。 

上記 6および 8の品目は石綿含有産業廃棄物を除く。 

上記 1および 8の品目は自動車等破砕物を除く。 

上記 6、7、11および 12の品目は自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。 

 

③特別管理産業廃棄物収集運搬業取扱品目 

 特別管理産業廃棄物 

都道府県 

政令都市 

中核都市 

引火性廃油 腐食性廃酸 腐食性廃アルカリ 感染性廃棄物 

岐阜県 〇 〇 〇 〇 

三重県 〇 〇 〇  

 

 

④産業廃棄物処分業（中間処分）の許可品目 

 破砕 乾燥 焼却 

都道府県 

政令都市 

中核都市 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

ゴ
ム
く
ず 

汚
泥 

汚
泥 

岐阜県 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 上記品目は石綿含有産業廃棄物および水銀使用製品産業廃棄物であるものを除く。 
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一
般
廃
棄
物

可燃ごみ

収
集
運
搬

広
域
処
理
場

粗大・不燃ごみ

有害ごみ

し尿
処
理
場

浄化槽汚泥

容器包装プラ

再
資
源
化

古紙・雑紙

空き缶
(ｱﾙﾐ・ｽﾁｰﾙ)

ビン

家家電(4品目)

小家電

農業集落
排水汚泥

自社　中間処理
(乾燥・焼却)

廃食油

剪定枝
自社　中間処理
(破砕・固形化)

収
集
運
搬
・
受
入

ダンボール
シュレッダー

PETボトル
自社　中間処理

(破砕)

発泡スチロール
自社　中間処理

(溶融)

自社　中間処理
(高純度バイオ燃料化)

プラスチック類
受
入

自社　中間処理
(破砕)

広
域
処
理
場木くず

(７)  一般廃棄物処理フローおよび産業廃棄物処理フロー 

     

① 一般廃棄物処理フロー 
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セ メ ン ト 会 社
製 紙 会 社

産
業
廃
棄
物

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

収
集
運
搬

自社中間処分(破砕)

受
入

金
属
く
ず

収
集
運
搬

他社中間処分(切断・圧縮)

自社
中間処理(乾燥・焼却)

下
水
道
汚
泥

収
集
運
搬

受
入

肥料

管理型埋立

安　　定　　型

セメント会社

セメント会社

腐
食
性
廃
酸

収
集
運
搬

他社中間処理(中和、焼却) 管 理 型

鉄 鋼
製 鐵 所

汚
泥

収
集
運
搬

他社中間処理(脱水・焼却) 管理型埋立

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

収
集
運
搬

他社中間処理
（混練）

② 産業廃棄物処理フロー 
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（８） 車両 

  

 台数 

バキューム車 11台 

汚泥濃縮車 3台 

塵芥車 5台 

小型貨物 3台 

普通貨物 14台 

小型特殊 1台 

軽自動車 15台 

リフト・小型建機 7台 

 

 

 

（９） 廃棄物中間処理施設の概要 

 

 ①一般廃棄物中間処理施設 

  施設名 廃棄物 許可番号 中間処理方式 処理能力 

一般廃棄物

処理 

第 1工場 汚泥 

海環許第 8号 

乾燥 28.08㎥/日 

焼却 7.80㎥/日 

第 2工場 
木類 破砕 15.68 ｔ/日 

プラ類 破砕 21.78 ｔ/日 

第 3工場 

PETボトル 
選別、破砕、 

洗浄、乾燥 
1.60 ｔ/日 

食品トレイ・   

発泡スチロール 
溶融 0.40 ｔ/日 

第 5工場 

木類 

粉砕、乾燥、  

固形化 

2.40ｔ、1.20ｔ、1.23ｔ/日 

農業残渣 2.40ｔ、1.20ｔ、1.29ｔ/日 

紙類 1.22 ｔ/日 

汚泥 
1.22 ｔ/日 

1.26 ｔ/日 
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②産業廃棄物中間処理施設 

 施設名 廃棄物 許可番号 中間処理方式 処理能力 

産業廃棄物 

処理 

第 1工場 汚泥 

第 02121003755 

乾燥 28.10㎥/日 

焼却 7.80㎥/日 

第 2工場 

施設-1 
廃プラスチック類 破砕 0.96 ｔ/日 

第 2工場 

施設-2 

廃プラスチック類 破砕 21.78 ｔ/日 

紙くず 破砕 5.94 ｔ/日 

繊維くず 破砕 7.35 ｔ/日 

木くず 破砕 15.68 ｔ/日 

ゴムくず 破砕 21.78 ｔ/日 

 

（１１） 2022年受託した廃棄物の処理量 

 

収集運搬量 17,675 ｔ うち一般廃棄物 13,202 ｔ 

中間処分量 4,262 ｔ うち一般廃棄物 848 ｔ 

最終処分量 1,104 ｔ 最終処分量 68 ｔ 

 

 

２．対象範囲（認証・登録範囲） 

（１）認証・登録番号  ：0012519 

（２）認証・登録日  ：2018年 9月 20日 

（３）更新・登録日  ：2022年 9月 20日 

（４）認証・登録事業者名 ：株式会社日本環境管理センター 

（５）対象事業所名  ：本社・第１工場・第２工場・第３工場・第５工場 

テントハウス・農園（カノン）・ヤード、第４工場 

平田エコセンター 

（６）対象外事業所名      ：受託施設 
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３．環境経営方針 

 

環境経営方針 

 

株式会社  日本環境管理センターは、一般・産業廃棄物の収集運搬業務、浄化槽保守点検、      

清掃業務、下水道・農集排処理施設維持管理及び廃棄物利用の循環型農業を営むに当たり、       

地域の環境に及ぼす影響・負荷を認識し、それらの低減と環境保全につなげるため、循環型社会の   

構築を推進し、地域の快適な生活環境づくりに貢献します。 

          

下記の事項について、環境目標を設定し、継続的な改善を図り地域環境の保全に努めます。 

 

１． 環境保全 

（１）当社に適用される環境関連法規やその他の要求事項及び当社が約束したことを守ります｡ 

（２）廃棄物の減量化を推進します。 

（３）エネルギー使用量、CO２排出量及び水使用量の削減を推進します。 

（４）化学物質の適正管理に努めます。 

（５）浄化槽の清掃、保守点検及び法定検査の３業種連携した維持管理により良好な水質を 

（６）確保します。 

（６）下水道及び農集排処理施設の適正な維持管理に努め、良好な水質を確保します。 

 

２． 廃棄物の資源化と利活用 

（１） 廃棄物を利用した肥料化や燃料化を図り、循環型農業のリサイクルを推進します。 

（２）海津市の廃棄物資源化と利活用の官民学との連携協力を図ります。 

 

３． 社会への貢献 

（１） 環境、防犯パトロールを推進し地域の美化と安全に努めます。 

（２） 地域の環境学習の場として積極的に取り組みます。 

（３） リサイクル資源を活用した農水産物の地産地消を推進します。 

            

 

４．この方針は、当社に働くすべての従業員に周知徹底し、外部に公開します。  

                           

 

制定日：平成 29年 7月 28日 

改定日：令和 03年 5月 1日 

 

 

株式会社日本環境管理センター

                                                  代表取締役 牧野 好晃 
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４．環境経営目標 

   

【環境保全】 

（１）適用となる主な環境関連法規の遵守 

     

法 規 管理対象 

水質汚濁防止法 放流水 

騒音防止法 走行クレーン、空気圧縮機、送風機、クーリングタワー 

振動規制法 空気圧縮機、送風機、破砕機 

悪臭防止法 敷地境界線上（風下） 

大気汚染防止法 乾燥炉、炭化炉 

ダイオキシン類対策特別措置法 炭化炉 煙道 

フロン排出抑制法 パッケージエアコン、スポットクーラー 

 

（２）廃棄物の減量化   

    ①自社一般廃棄物の分別と資源ゴミの再資源化率の向上。 

       基準値 目標値 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

資源化率 27% 32% 37% 42% 47% 

 

    ②産業廃棄物（脱水汚泥と廃プラスチック類）のリサイクル率 100%。 

 基準値 目標値 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

脱水汚泥 97.3% 100% 100% 100% 100% 

廃プラスチック類 89.0% 100% 100% 100% 100% 

   

  （３）二酸化炭素（CO2）排出量および水の使用量を削減する。 

CO2単位：ｋｇ－CO2 

上水・井水単位：  ℓ    

 基準値 目標値 

2021年度 
2022年度 

1%削減 

2023年度 

2%削減 

2024年度 

3%削減 

2025年度 

4%削減 

CO2総排出量 1,173,362 1,161,628 1,149,895 1,138,161 1,226,428 

●電力由来 163,071 161,440 159,810 158,179 156,548 

●自動車燃料由来 205,728 203,671 201,613 199,556 197,499 

●A重油由来 793,401 785,467 777,533 769,599 761,665 

●その他燃料由来 11,162 11,051 10,939 10,827 10,716 

上水使用量 12,462 12,337 12,213 12,088 11,964 

井水使用量 1,247 1,235 1,222 1,210 1,197 
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     （４）化学物質の適正管理 

     SDS安全データシートにおける PRTR 対象の化学物質の適正管理。 

 管理対象薬品数 目標 

薬品 22品目 PRTR 法対象物質の使用量管理 

 

  （５）良好な水質確保 

・浄化槽の清掃、保守点検および法定検査の実施（３業種連携による維持管理）。 

 対象 目標 

適正管理 無管理顧客の維持管理 顧客管理との契約締結および実施 

 

・下水道および農集排処理施設の維持管理の実施。 

 対象 目標 

放流水 市内 8受託施設 法定基準以下での水質管理 

脱水汚泥 市内 6受託施設 脱水汚泥含水率 84%以下 

 

【廃棄物の資源化と利活用】 

（１）汚泥の堆肥化および廃食油の燃料化の推進 

   ①汚泥堆肥施設の建設計画策定と堆肥化に向けた実験実施 

   ②廃食油からの高純度 BDF燃料精製および軽油から代替燃料への転換 

     単位：ℓ 

 目標値 

 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

廃食油回収量 24,000 75,600 88,200 100,800 

廃食油処理量 24,000 75,600 88,200 100,800 

高純度 BDF精製量 18,000 56,400 66,000 75,600 

高純度 BDF使用量および販売量 18,000 56,400 66,000 75,600 

 

【社会への貢献】 

（１）環境学習（ぎふ地球環境塾）の年間計画に沿った運営 

  目標 

ぎふ地球環境塾 1回開催/月   12回開催/年 

 

（２）リサイクル資源を活用した農産物の地産地消     

    炭化オデイを利活用した野菜の栽培と直売所での販売 
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５．環境経営計画 

 【環境保全】 

（１）適用となる主な環境関連法規の遵守 

法 規 評価頻度 

水質汚濁防止法 1回/年 

騒音防止法 2回/年 

振動規制法 1回/年 

悪臭防止法 1回/年 

大気汚染防止法 1回/年 

ダイオキシン類対策特別措置法 1回/年 

フロン排出抑制法 1回/3 ヶ月 

 

（２）廃棄物の減量化   

  ①自社一般廃棄物の分別と資源ゴミの再資源率の向上。 

       2022年度 

（目標値） 
管理 

一般廃棄物の管理 32% 日次、月次および年次 

②産業廃棄物（脱水汚泥と廃プラスチック類）のリサイクル率 100% 

 2022年度 

（目標値） 
管理 

脱水汚泥 100% 日次、月次および年次 

廃プラスチック類 100% 日次、月次および年次 

 

（３）二酸化炭素（CO2）排出量および水の使用量を削減する。 

単位：ｋｇ－CO2 

上水・井水単位：  ℓ    

 2022年 

1%削減 
管理 

CO2総排出量 1,161,628 日次、月次および年次 

●電力由来 161,440 日次、月次および年次 

●自動車燃料由来 203,671 日次、月次および年次 

●A重油由来 785,467 日次、月次および年次 

●その他燃料由来 11,051 日次、月次および年次 

上水使用量（ℓ） 12,337 日次、月次および年次 

井水使用量（ℓ） 1,235 日次、月次および年次 

（４）化学物質の適正管理 

     SDS安全データシートにおける PRTR 対象の化学物質の適正管理。 

 対象 管理 

化学薬品 22品目 日次、月次および年次 



12 

 

（５）良好な水質確保 

 

①浄化槽の清掃、保守点検および法定検査の実施（３業種連携による維持管理）。 

 対象 管理 

適正管理 無管理顧客の維持管理 月次、年次 

 

②下水道および農集排処理施設の維持管理の実施。 

 対象 管理 

放流水 市内 8受託施設 日次、月次、年次 

脱水汚泥 市内 6受託施設 日次、月次、年次 

 

【廃棄物の資源化と利活用】 

（１）汚泥の堆肥化および廃食油の燃料化の推進 

   ①汚泥堆肥施設の建設計画策定と堆肥化に向けた実験実施 

     堆肥化施設の建設計画策定と堆肥化実験の実施 

②廃食油からの高純度 BDF燃料精製および軽油車両における代替燃料への転換      

単位：ℓ 

 2022年度 

（目標値） 
管理 

廃食油回収量 24,000 日次、月次、年次 

廃食油処理量 24,000 日次、月次、年次 

高純度 BDF精製量 18,000 日次、月次、年次 

高純度 BDF使用量 

および販売量 
18,000 日次、月次、年次 

 

【社会への貢献】 

（１）環境学習（ぎふ地球環境塾）の年間計画に沿った運営 

  2022年度 

（目標値） 
開講計画 

ぎふ地球環境塾 1回開催/月、12回開催/年 毎月第 2土曜日 

 

（２）リサイクル資源を活用した農産物の地産地消     

   炭化オデイを利活用した野菜の栽培と、毎週木曜日に直売所での販売 
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【行動への取り組み計画】 

 

行動 計画 

環境教育 

・ＥＡ２１方針説明、半期報告 

・全社勉強会 

・緊急事態訓練 

 

6月､11月（全社員対象） 

6月､11月（全社員対象） 

12月   （全社員対象） 

定期確認・評価・是正 

（毎月・四半期・半期・通年） 
部署毎に毎月実施 

環境活動レポート作成 9月 

 

６．計画の実施 

（１） 実施体制 

 
（２）役割・責任・権限 

株式会社日本環境管理センター　実施体制図及び役割・責任・権限表

対象範囲

管理者

・第5工場 ・本社屋
・直売所 ・車両（管理部）
・温室
・農園
・車両（農機具含）

施設管理 車両管理 施設管理
・機械設備の保全 ・車両点検 ・設備の保全
・場内管理（5S) ・車両清掃 ・施設の5S
施設稼働 運行管理 施設稼働
・電力使用量の管理 ・燃料使用量の管理 ・電力使用量の管理
・稼働時間の管理 ・走行距離の管理 ・燃料使用量の管理

管理項目

その他施設

・車両（リフト含）

管理項目

管理項目 管理項目

工場施設 車両

管理対象
・チップ堆肥ヤード・車両

・テントハウス ・車両 ・第１工場 ・第2工場
・第４工場 　受託施設は除く ・車両（リフト含） ・第3工場

部署長 部署長 部署長 部署長 部署長 部署長

環境課 水再生課 リサイクル1課 リサイクル2課 カノン 総務管理課

環境事務局
管理部、総務管理課

・BDF工場(拡大審査予定）

代表者
代表取締役

環境管理責任
専務取締役

・リサイクルセンター
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●代表者の役割・責任・権限 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●環境管理責任者の役割・責任・権限 

 

 

 

 

 

 

 

 

●環境事務局の役割・責任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●全従業員の役割・責任 

 

 

 

 

 

 

 

①環境経営に関する統括責任 

②環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備する 

③環境管理責任者を任命する 

④環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知する 

⑤環境目標・環境活動計画書を承認 

⑥代表者による全体の評価と見直しを実施 

⑦環境活動レポートの承認 

 

①環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局 

②環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

③環境目標、環境活動計画書原案の作成 

④環境活動の実績集計 

⑤環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理 

⑥環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

⑦環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

⑧環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付） 

 

①環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

②決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

①環境経営システムの構築、実施、管理 

②環境関連法規等の取りまとめ表を承認 

③環境目標・環境活動計画書を確認 

④環境活動の取組結果を代表者へ報告 

⑤環境活動レポートの確認 
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（３）取り組み内容 

【環境保全】 

（１）適用となる主な環境関連法規の遵守 

法 規 取り組み 

水質汚濁防止法 測定および計量証明書の評価 

騒音防止法 測定および計量証明書の評価 

振動規制法 測定および計量証明書の評価 

悪臭防止法 測定および計量証明書の評価 

大気汚染防止法 測定および計量証明書の評価 

ダイオキシン類対策特別措置法 測定および計量証明書の評価 

フロン排出抑制法 点検清掃の実施 

（２）廃棄物の減量化   

  ①自社一般廃棄物の分別と資源ゴミの再資源率の向上。 

       2022年度 

（目標値） 
取り組み 

一般廃棄物の管理 32% 集計、確認、社内報告 

②産業廃棄物（脱水汚泥と廃プラスチック類）のリサイクル率 100% 

 2022年度 

（目標値） 
取り組み 

脱水汚泥 100% 集計、確認、社内報告 

廃プラスチック類 100% 集計、確認、社内報告 

（３）二酸化炭素（CO2）排出量および水の使用量を削減する。 

単位：ｋｇ－CO2 

上水・井水単位：  ℓ    

 2022年度 

（目標値）  
取り組み 

CO2総排出量 1,161,628 集計、確認、社内報告 

●電力由来 161,440 集計、確認、社内報告 

●自動車燃料由来 203,671 集計、確認、社内報告 

●A重油由来 785,467 集計、確認、社内報告 

●その他燃料由来 11,051 集計、確認、社内報告 

上水使用量 12,337 集計、確認、社内報告 

井水使用量 1,235 集計、確認、社内報告 

（４）化学物質の適正管理 

     SDS安全データシートにおける PRTR 対象の化学物質の適正管理。 

 対象 取り組み 

薬品 22品目 確認、社内報告 
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（５）良好な水質確保 

・浄化槽の清掃、保守点検および法定検査の実施（３業種連携による維持管理）。 

 対象 取り組み 

適正管理 保守点検・清掃無管理顧客 対象顧客折衝、社内報告 

 

・下水道および農集排処理施設の維持管理の実施。 

 対象 取り組み 

放流水 市内 8施設 集計、確認、社内報告 

脱水汚泥 市内 6施設 集計、確認、社内報告 

 

【廃棄物の資源化と利活用】 

（１）汚泥の堆肥化および廃食油の燃料化の推進 

   ①汚泥堆肥施設の建設計画策定と堆肥化に向けた実験実施 

 取り組み 

堆肥施設 計画策定、社内報告 

堆肥化実験 計画策定、実施、社内報告 

 

②廃食油からの高純度 BDF燃料精製および軽油車両における代替燃料への転換      

単位：ℓ 

 2022年度 

（目標値） 
取り組み 

廃食油回収量 24,000 集計、確認、社内報告 

廃食油処理量 24,000 集計、確認、社内報告 

高純度 BDF精製量 18,000 集計、確認、社内報告 

高純度BDF使用量および販売量 18,000 集計、確認、社内報告 

 

【社会への貢献】 

（１）環境学習（ぎふ地球環境塾）の年間計画に沿った運営 

  目標 開講計画 取り組み 

ぎふ地球環境塾 12回/年 毎月第 2土曜日 計画策定、実施、社内報告 

 

（２）リサイクル資源を活用した農産物の地産地消     

 目標 運営計画 取り組み 

直売所 
炭化オデイを利活用した野菜の栽培と 

直売所での販売 
毎週木曜日 実施、社内報告 
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【行動への取り組み】 

 

行動 実施計画 取り組み 

環境教育 

・ＥＡ２１方針説明、半期報告 

・全社勉強会 

・緊急事態訓練 

 

6月､11月 

6月､11月 

12月 

全社員を対象実施、社内報告 

定期確認・評価・是正 

（毎月・四半期・半期・通年） 
毎月 確認、実施、社内報告 

環境活動レポート作成 9月 作成、社内外報告 

 

７．環境経営目標および環境経営計画の実績・取り組み結果とその評価 

【環境保全】 

（１）適用となる環境関連法規の遵守 

    廃棄物処理施設に関わる関係法令の遵守結果は、環境基準値以下で良好な結果でした。 

 

（２）廃棄物の減量化 

  ①自社一般廃棄物の分別と資源ゴミの再資源化率の向上。 

重量単位：kg 

       基準値 目標値 実績値 
評価 

2021年度 2022年度 2022年度 

再資源化率 27% 32% 41% +14% 〇 

    

②産業廃棄物（脱水汚泥と廃プラスチック類）のリサイクル率 100%。 

 基準値 目標値 実績値 
評価 

2021年度 2022年度 2022年度 

脱水汚泥 リサイクル率 97.3% 100% 99.6% -0.4% △ 

廃プラスチック類 リサイクル率 89.0% 100% 99.0% -1.0% △ 

環境関連法令 測定項目 実施日 評価 

水質汚濁防止法 放流水質 R4年 7月 4日 規制値以下 〇 

騒音規制法 騒音 
R4年 7月 28日 

R5年 1月 27日 
規制値以下 〇 

振動規制法 振動 R4年 7月 28日 規制値以下 〇 

悪臭防止法 悪臭（22物質） R4年 12月 22日 規制値以下 〇 

大気汚染防止法 排ガス（乾燥 2物質、炭化 4物質） R4年 12月 22日 規制値以下 〇 

ダイオキシン類対策 

特別措置法 
排ガス、焼却灰、飛灰 R5年 1月 25日 規制値以下 〇 

フロン排出抑制法 機器点検 7月、10月、1月、4月 実施      〇 
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（３）二酸化炭素（CO2）排出量削減および水の使用量の削減 

単位：ｋｇ－CO2 

 基準値 目標値 実績値 
増減率 評価 

2021年度 2022年度 2022年度 

CO2総排出量削減 1,173,362 1,161,629 1,107,271 -5.6% 〇 

●電力由来 163,071 161,440 154,745 -5.1% 〇 

●自動車燃料由来 205,728 203,671 182,620 -11.2% 〇 

●A重油由来 793,401 785,467 765,853 -3.5% 〇 

●その他燃料由来 11,162 11,051 4,053 -63.7% 〇 

購入電力の二酸化炭素排出係数に関して、中部電力ミライズの 2021年度実績公表の排出係数 

（0.406kg-CO2/kwh）を用いた。 

単位：ℓ 

 

 

 

 

 

 

（４）化学物質の適正管理 

     SDS安全データシートにおける PRTR 対象の化学物質の適正管理。 

 対象 管理確認 確認結果 

薬品 22品目 随時 2品目対象（管理記録実施） 

 

（５）良好な水質確保 

・浄化槽の清掃、保守点検および法定検査の実施（３業種連携による維持管理）。 

 対象 結果 

適正管理 無管理顧客の維持管理 26/211件 

 

・下水道および農集排処理施設の維持管理の実施。 

 対象 目標値 結果 評価 

放流水 市内 8施設 
43項目  

法定基準値以下 
43項目 適合 〇 

脱水汚泥 市内 6施設 
汚泥減容化 

（含水率 84%以下 ） 

1施設 

2/222回 

84%以上 

△ 

 

 基準値 目標値 実績値 
増減率 評価 

2021年度 2022年度 2022年度 

上水使用量 12,462 12,337 11,719 -6.0% 〇 

井水使用量 1,247 1,235 1,546 24.0% × 
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【廃棄物の資源化と利活用】 

 （１）汚泥の堆肥化および廃食油の燃料化の推進 

    ①汚泥堆肥施設の建設計画策定と堆肥化に向けた実験実施 

 計画管理 結果 評価 

堆肥施設 随時 計画策定、社内報告実施 〇 

堆肥化実験 1回以上/年 実験実施、社内報告 〇 

 

②廃食油からの高純度 BDF燃料精製および軽油車両における代替燃料への転換      

単位：ℓ 

 2022年度 

（目標値） 

2022年度 

（実績値） 
結果 評価 

廃食油回収量 24,000 22,073 92%  △ 

廃食油処理量 24,000 22,345 93%  △ 

高純度 BDF精製量 18,000 14,945 83%  × 

高純度 BDF使用量 

および販売量 
18,000 14,091 78%  × 

高純度 BDF製造施設の運用を令和 4年８月より開始し、バキューム車、パッカー車、作業車、

営業車において軽油から高純度 BDF燃料への転換と車両の運行試験を開始しました。 

また、海津市の公用車 1 台において令和 5 年 2 月より高純度 BDF 燃料の使用開始のご協力を

いただきました。 

 

【社会への貢献】 

（１）環境学習（ぎふ地球環境塾）の年間計画に沿った運営 

  目標 開講計画 結果 評価 

ぎふ地球環境塾 12回/年 毎月第 2土曜日 12回 〇 

 

西濃地域の児童と保護者が体験を通じ環境を学ぶ「ぎふ地球環境塾の運営開講をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開塾式                      徳山ダム見学 
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その他地域社会への貢献  

●職業体験講座参画 

 海津市立平田中学校の職業体験講座に市内企業として参画しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

水処理、廃食油リサイクルの説明               汚泥濃縮車の実演 

 

●海津市産業感謝祭出展 

     海津市産業感謝祭に出展し、廃棄物資源を活用した 

リサイクルの紹介と汚泥炭化肥料を活用した無農薬野菜の 

販売をしました。 

                                      

 

 

 

 

 

●廃食油リサイクル 

     市内協力事業所に 7 カ所に、廃食油の回収スポット 

として回収 BOXを設置し、市民から使用済み廃食油の 

回収を令和 4年１２月から開始しました。 

 

 

 

 

 

 

（２）リサイクル資源を活用した農産物の地産地消     

 炭化汚泥肥料 を 利 活 用 し た 農 産 物の栽培 及 び 直 売 所 の 運 営 販 売 に よ る             

地産地消を推進しました。 
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【行動への取り組み結果】 

 

 目標 結果 

環境教育 

・ＥＡ２１方針説明、半期報告 

・全社勉強会 

・緊急事態訓練 

 

6月､11月 

6月､11月 

12月 

 

7月､11月 

7月､11月 

2月（初期消火訓練） 

定期確認・評価・是正（四半期・半期・通年） 7月､10月､１月､4月 7月､10月､１月､4月 

環境活動レポート作成 9月 9月 

 

 

 【外部からの苦情、要請への対応】 

    受付窓口： 総務管理課 

    連 絡 先： 0584-65-1132 

対応窓口： 管理部、該当部署 

受付状況：  令和４年度において、外部からの苦情や要請の受付はありませんでした。 

 

【2023年度の取り組み】 

①取組み期間：2023年(2023年 5月～2024年 4月） 

基準を 2021 年に設定し 2023 年度の取組みと中期の目標設定、取り組み計画実施事項の計画を

策定しました。 

 

②CO2排出量削減およびエネルギー削減目標 

取組項目 単位 
基準値 目標値 

2021年 2023年 2024年 2025年 

１ 二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 1,173,362 1,149,895 1,138,161 1,126,428 

２ 電力使用量の削減 kwh 401,652 393,619 389,602 385,586 

３ ガソリン使用量の削減 ℓ 15,375 15,068 14,914 14,760 

４ 軽油使用量の削減 ℓ 64,790 63,494 62,846 62,198 

５ A重油使用量の削減 ℓ 292,808 286,952 284,024 281,096 
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③環境目標および取り組み内容 

 

目標 取り組み内容 実施項目 

１．CO2排出量の削減 

軽油使用量の削減 収集運搬業務燃料削減 

エコドライブの推進（エコドライブ 10） 

過積載ゼロ管理 

BDF燃料の使用および販売推進

（56,400ℓ/年） 

A重油使用量の削減 
設備総合管理、 

効率運転基準設定 

日次、月次、年次運転管理 

処理効率の原単位管理 

電力使用量の削減 
汚泥施設の効率的運転 温度設定、運転管理、設備総合管理  

破砕施設の破砕効率向上 処理効率の原単位管理 

２.排出量削減、再資源化、水質保全（適正管理） 

浄化槽の適正管理 

水質保全 

３業種連携した維持管理 

水再生認定率の向上 

不適正管理 196件の適正管理化 

らくらく一括契約の推進 

放流水の透視度 30cm以上の確保

継続 

汚泥減量化、水のリサイクル 濃縮車稼働 100％ 濃縮車運転担当者の育成 

下水道・農集施設良好な水質確保 自主基準値適合（放流水質） 環境負荷（水質汚濁）低減 

廃食油のリサイクル推進 高純度 BDF事業の拡充 
BDF精製量 56,400ℓ/年 

車両使用の計画管理 

３．水使用量削減 

上水使用量の削減 
使用量の削減 

汚泥処理効率の向上 

井水使用量の削減 設備の保守管理 

４．化学物質使用量 

  PRTR 対象物質の適正管理 使用薬剤の取扱いと管理 日次、月次、年次の管理 

５．受託産業廃棄物の環境配慮 

受託廃棄物の資源化推進 
リサイクル処理率向上、 

埋め立てゼロ 

汚泥および廃プラスチック類の 

リサイクル率 100% 

有機性汚泥の資源化 
環境負荷の少ない処理設計

への転換 
堆肥化処理の検討 

６．循環型社会の形成 

SDG’sの取り組み推進 

 

 

 

 

 

 

積極的な地域交流、環境学習 

浄化槽、下水道・農集排施設の維持管理 

（水質管理） 

高純度 BDF（ReSEL）燃料の利活用 

化石燃料削減 
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８．関連法規への違反、訴訟の有無 

    自社の事業活動に関する法令に関して、環境関連法規への違反はなく、近隣住民からの環境に 

対する苦情、 関係機関からの違反等の指摘、指導はありません。 

 

９．代表者による全体評価と見直し・指示 

（１） 見直し実施日 ：2023年 7月 1日 

（２） 全体評価と見直し・指示  ： 

対象 変更の有無 評  価 

環境経営方針 
□／■ 

有／無 

 

目標・活動計画 
□／■ 

有／無 

【目標】 

●環境経営方針を基盤に継続、且つ、更なる CO2 削減に向けて 

取り組む 

●SSDG's「持続可能な社会の実現」17の目標達成に向けた行動を

する 

【活動計画】 

●エコアクション 21 に取り組むべき効率的な活動計画、取り組み 

内容を部署別に立案し実践と定期的な検証を遂行する。 

●環境目標に対する行動計画、実践、検証、改善（PDCA）を遂行

する 

●SDG's「持続可能な社会の実現」のために、17 の目標を意識した

計画の策定・行動する 

●地元地域から発生する生ごみ、汚泥、木質チップの堆肥化の 

実現と廃食油の高純度ディーゼル燃料化と活用を推進する 

 

その他 
□／■ 

有／無 

実施体制の変更はなし 

・化石燃料の削減に努めるため、常に効率的な順路、運行計画を実施するとともに、BDF燃料を 

積極的に活用する 

・年間活動計画に定めた頻度で委員会の開催と全員が参加し、目標を達成するため進捗状況、 

問題点、改善点を共有する 

・SDG'sに係る目標設定と取り組み内容を明確にし実施計画を作成、実践する 


